
枚方市における
在宅医療・介護連携の
推進の取組みについて
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令和６年３月22日

案件3 資料③－１



第８期（令和３年度～５年度）「これまでの地域包括ケアシステムの深化・推進」

・保健・医療・介護・福祉の連携強化

・認知症支援策の推進
・介護予防・生活支援サービスの基盤整備の推進

・介護予防と健康づくりの取組みの推進

・地域支え合い体制の整備

・高齢者の多様なニーズに対応する生活支援サービスの提供
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「地域包括ケアシステム」は、高齢者が可能な限り住み慣れた地域で、その有
する能力に応じて自立した日常生活を営むことができるよう、医療、介護、介
護予防、住まい及び自立した日常生活の支援が包括的に確保される体制です。

ひらかた高齢者保健福祉計画21（第８期）第6章



（事業の経過）

在宅医療と介護の連携推進については、これまでの医政局施策である在
宅医療連携拠点事業（平成23・24年度）、在宅医療連携推進事業（平成25
年度～）の成果を踏まえ、介護保険制度改正において、介護保険法の中で
恒久的な制度として位置づけられた。実施可能な市区町村は平成27年から
取り組みを開始し、平成30年4月には全ての市区町村で実施することとなっ
た。

国が示す「在宅医療・介護連携推進事業の手引き」の（ア）から（ク）
８つの事業全ての事業を実施する。

枚方市では、平成30年度から枚方市医師会に事業を委託し、市と協
働で実施している。

なお、平成20年度より医療と介護関係団体による課題検討の場として
「実務者推進連絡協議会」を開催しており、平成27年度より市全域の地域
ケア会議に位置付けて実施している。

３



（ア）地域の医療・介護の資源の把握（エ）医療・介護関係者の情報共有の支援

内容等 時期等 備考

医療介護資源集作成・配布
（関係機関向け）

令和６年３月 1500部
配布先：市民、三師会、訪問看護ステーション連絡会等
関係機関、地域包括支援センター、市担当課

（イ）在宅医療・介護連携推進の課題抽出と対応策の検討
（ウ）切れ目のない在宅医療と在宅介護の提供体制の構築推進

（1）医師会との打ち合わせ会議
本事業の企画・実施等に関する検討協議、情報共有等

月1回程度開催
（計12回）

メンバー：枚方市医師会、在宅医療連携・在宅支援コー
ディネーター、保健所、健康福祉政策課、
長寿・介護保険課、健康づくり・介護予防課、
健康福祉総合相談課

（2）コーディネーターの在宅医療・介
護連携推進に関する会議等への参画

令和５年4月～令
和６年3月

概ね21回（令和５年12月末時点）
多職種連携研究会、訪問看護ステーション連絡会等

４

取組み内容及び実施状況について



（オ）在宅医療・介護連携に関する相談支援

（1）在宅医療・介護連携支援電話
相談窓口の設置

（2）周知用チラシの作成配布、市ホー
ムページ・医療・介護資源集に掲載

1）令和5年4月～令和
6年3月 週3回
（月・水・金曜日）
13時～17時

1）相談件数７件（令和5年12月末時点）
2）配布先：三師会、市内介護保険事業所、

地域包括支援センター、市担当課
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●身近な圏域内で連携強化・継続を目的に、
市内訪問看護ステーション管理者が相談対応

●医師会コーディネーター・バックアップ医師の
フォロー体制を構築

取組み内容及び実施状況について



（イ）在宅医療・介護連携推進の課題抽出と対応策の検討

６

認知症が心配になっても、必要な医療・サービスが円滑に受けられる体制を目指して

取組み内容及び実施状況について

地域包括支援センターと医療機関等との相互理解を促進し、連携を深めることで、市民が相談しやすい体制づく
りを目指す。

（カ）医療・介護関係者の研修

認知症支援体制構築【重点施策】 時期等 備考

関係機関向け研修（株）エーザイ共催

第1部「認知症支援体制構築」
地域包括支援センター職員

第2部「認知症診療のパラダイムシフト
を迎えて」
関西医科大学神経内科学講座
藥師寺教授
35名出席

令和6年
3月2日
（土）
枚方市
医師会館

■認知症の事例を中心に、地域包括支援
センターの役割について理解を深め、医師会（認知症サ
ポート医・かかりつけ医）
と地域包括支援センターの
連携を強化する
■認知症の最新治療に
ついて理解する

藥師寺先生



認知症早期発見・早期治療に
向けた啓発【重点施策】

時期等

①認知症月間イベント
テーマ：もっと知ろう もっと語ろう
認知症
1)市役所別館出入口啓発コーナー

設置
2)広報ひらかた９月号掲載
3)枚方市公式ライン・Twitter・
フェイスブック配信

4)庁内館内放送にてアナウンス
5)平和の鐘カリヨン（ヒラリヨン）
オレンジライトアップ（雨天のため中
止）

令和5年9月

（キ）地域住民への啓発

７

取組み内容及び実施状況について

市役所別館出入口啓発コーナー

市広報ひらかた9月号特集ページ



認知症初期に、医療機関や相談窓口等につながっていないことが多く、市民への
正しい知識の普及啓発が必要。また、必要な医療・サービスが円滑に受けられる体制
を構築する必要がある。

医療と介護サービスについて理解を深めてもらえるよう、市民への普及啓発を図る
■認知症に関する普及・啓発
認知症講演会開催、9月認知症月間等イベント開催等による周知啓発

保健・医療・介護・福祉等の関係機関が連携し、支援体制を構築できる
■認知症連携体制に関する課題の抽出
多職種連携研究会等で関係機関より現状を聞き取り、連携面の課題や不足する資源等を抽出する

■認知症に関する知識・支援技術習得による対応力向上
関係機関向け研修会の開催
在宅医療・介護連携電話相談窓口の周知・活用促進、医療・介護資源集等の周知・活用促進

令和６年度にむけて【重点施策】認知症の普及啓発と連携体制構築

課題
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ACP（アドバンス・ケア・プランニン
グ）普及啓発【重点施策】

時期等 備考

①エンディングノート・人生会議まるわ
かりガイド周知啓発

②在宅医療・介護連携推進事業市民向け
講演会

言うとかんとわからへん！安心して生き
きるための「人生会議」
第1部：創作落語「天国からの手紙」ほか

講師：生島 清身氏（行政書士・社会人落語家）

第2部：何でせなあかんの？「人生会議」
講師：神山 欣子氏

（社会福祉法人聖徳園人材開発室、枚方市在宅医療・介護連
携支援コーディネーター）

130名参加

①
令和５年4月
～

②
令和５年11月
30日
枚方市
医師会館

①エンディングノート印刷予定・人生会
議まるわかりガイド（3,000部）
長寿・介護保険課、地域包括支援センター等で配
布

②市民へのACP周知啓発を目的に実施

（キ）地域住民への啓発

９

取組み内容及び実施状況について

講演会周知
ちらし



ACP普及啓発【重点施策】 時期等 備考

③人生会議の日11月30日イベント
１）市民向け啓発動画「医師がやさしく解説しま
す！エンディングノートに出てくる医療用語」
解説；枚方市医師会 山田誠医師

２）市役所別館出入口啓発コーナー設置
３）各支所や関係部署等にてポスター掲示および
チラシの設置
４）市内医療機関院内ポスター掲示
天の川病院・関西医科大学附属病院・関西医科大学
くずは病院・関西記念病院・香里ケ丘有惠会病院・
坂野病院・佐藤病院・市立ひらかた病院・新生病
院・高井病院・津田病院・中村病院・東香里病院・
福田総合病院・星ヶ丘医療センター・松谷病院・

向山病院・吉田病院

５）市役所本館1階・別館2階および市内各施設に設
置のデジタルサイネージにて人生会議画像放映

③
１）
令和６年２月

２）～4）
令和５年
11月

5）
通年

（キ）地域住民への啓発
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取組み内容及び実施状況について

市民向け啓発動画

市役所別館入り口啓発コーナー



（カ）医療・介護関係者の研修

ACP普及啓発【重点施策】 時期等 備考

医療・介護専門職向け研修

「ACP支援のための研修 ～
人生の最終段階に、支援者が
求められていること～」
筑波大学附属病院 緩和支持治療科
木澤 義之教授
81名参加

令和5
年10月
25日
枚方市
医師会館

■医療・介護の専門職がＡＣＰ支援実践
のために、大切なポイントを理解できる

取組み内容及び実施状況について

医療・介護専門職向け研修の様子

11木澤先生



市民が、自らの望む暮らしや人生の最期等について考えたり、周囲と話し合ったり、
医療・介護を選択したりできるような環境や支援体制が整っていない

医療・介護等への理解を深めてもらえるよう、市民への普及啓発を図る
①ACPに関する普及・啓発
媒体（エンディングノート、動画等）を活用・啓発、市民向け講演会の開催

保健・医療・介護・福祉等の関係機関が連携を図り、ACPに関する支援を提供できる
①ACPに関する知識・支援技術の習得・向上
媒体を活用・啓発、関係機関向け研修会の開催、在宅医療・介護連携電話相談窓口、
医療・介護資源集等の周知・活用促進
②ACPに関する課題の抽出
在宅医療・介護連携電話相談窓口や多職種連携研究会、地域ケア推進実務者連絡協議会等を通じて、

連携面の課題や不足する資源等を抽出する
新たに作成したACP啓発媒体の活用の過程で出た課題を集約し、媒体の修正や課題の解決に向けた

取組等を検討する

令和6年度にむけて【重点施策】意思決定支援の取り組み
課題

12
関係機関と協働で取り組みを進めていく必要性がある！
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資料：

資料：在宅医療・介護連携推進事業
の手引きVer.3より抜粋
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在宅医療・介護連携推進事業以外の事業等について
枚方市主催事業

（ア）地域の医療・介護の資源の把握（イ）在宅医療・介護連携推進の課題抽出と対応策の検討
（ウ）切れ目のない在宅医療と在宅介護の提供体制の構築推進（エ）医療・介護関係者の情報共有の支援

多職種連携：医療・介護専門職向け 時期等 備考

地域ケア推進実務者連絡協議会 ※令和5年度から枚方寝屋川消防組合参加
【参加団体】東香里病院（認知症疾患医療センター）、枚方ソーシャルワーク研究会
枚方市介護支援専門員連絡協議会、 枚方市訪問看護ステーション連絡会
枚方市デイサービス連絡協議会、枚方市特別養護老人ホーム施設長会、枚方市訪問介護事業者会 枚
方市通所・訪問リハビリテーション連絡協議会、枚方市グループホーム連絡協議会 関西医科大学附
属病院地域医療連携部、枚方市医師会、枚方市歯科医師会、枚方市薬剤師会 市立ひらかた病院、枚
方市地域包括支援センター・枚方市保健所保健医療課・保健予防課 健康福祉政策課、長寿・介護保
険課、健康づくり・介護予防課、健康福祉総合相談課

令和６年3月22日
枚方市医師会館

（キ）地域住民への啓発

認知症の理解促進・啓発：市民向け 時期等 備考

①テーマ：「認知症フレンドリーキッズ授業」市内小学校向け
VR疑似体験やグループワークを通して認知症を理解する
授業 7校

②テーマ：「認知症マフ・ワークショップ」
市民向け 62名参加

①令和5年月23日
～1月30日
市内小学校

②令和5年10月3日
枚方T-SITE

授業の様子

認知症マフ
16
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在宅医療・介護連携推進事業以外の事業等について
（キ）地域住民への啓発

認知症の理解促進・啓発：市民向け 時期等 備考

③「オレンジガーデニングプロジェクト」
「認知症になっても暮らしやすいまちをみんなで創って
いこう！」という思いを共有し、楽しみながら花を育て、
全国各地で認知症のシンボルカラーであるオレンジ色の
花を咲かせるプロジェクト
賛同団体 11団体

④「認知症すごろく」
認知症について正しい知識や理解を深めるため、認知症
の進行に合わせた症状の事例や、活用できる社会資源、
予防のための対策などを楽しく学ぶことができるもの
地域包括支援センターなどで体験できる

①令和5年５月～

②令和5年９月

認知症すごろく

ガーデニングの様子



事業名 地域包括支援センター保健師部会との結核予防対策に関する連携

（カ）医療・介護関係者の研修

1.地域包括支援センター職員に対する高齢者の結核対策に関する健康教育 時期等 備考

地域包括支援センター保健師部会に出向き、高齢者の結核の現状と肺がん検診を
活用した検診受診の必要性について健康教育を実施した。
また、各地域包括支援センターに対し、100枚/箇所啓発チラシ入り個包装マスク

を渡し、市民への配布を依頼した。

令和5年4月18日
9時30分～10時

参加者等：
地域包括支援センター保健師部会の
構成員13名、健康づくり・介護予
防課職員1名

２.保健所と地域包括支援センター保健師部会との連携・協力について

R5.4月に実施した健康教育について、研修内容について参加者より意見・感想を
聴取し、次年度以降も健康教育の継続を依頼した。
市民への個包装マスクの配布についても、配布時期・配布効果等について意見を

聴取した。

令和5年11月21日
９時30分～10時

参加者等：
地域包括支援センター保健師部会の
構成員13名、健康づくり・介護予
防課職員1名

在宅医療・介護連携推進事業以外の事業等について

事業名 高齢者を支援する関係団体との感染症予防のための連携

（キ）地域住民への啓発

1.インフルエンザ予防啓発ポスターの配布 時期等 備考

在宅高齢者や施設で生活する高齢者を支援す
る団体、および医師会・歯科医師会に対して、
インフルエンザのまん延・集団発生の予防に向
けて、ポスター・チラシを配布。各施設や医療
機関から高齢者へのチラシの配布も依頼した。

令和5年12月
～
令和6年1月

配布先・配布内容：
①医師会にチラシ300部
②薬剤師会にチラシ155部
③枚方市高齢者住まい連絡協議会にポスター30部、チラシ300部、
④枚方市介護支援専門員連絡協議会にポスター250部、
⑤地域包括支援センターにポスター13部、チラシ650部 を配布依頼
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枚方市難病対策 難病ネットワーク部会
部会構成団体：（企画運営団体）枚方市医師会・関西医科大学附属病院難病センター・枚方市保健所

（その他構成団体）枚方市歯科医師会・枚方市薬剤師会・星ヶ丘医療センター・枚方公済病院・市立ひらかた病院
枚方市病院協会・枚方市訪問看護ステーション連絡協議会・枚方ソーシャルワーク研究会

（イ）在宅医療・介護連携推進の課題抽出と対応策の検討
（ウ）切れ目のない在宅医療と在宅介護の提供体制の構築推進

1.医療ネットワークの構築・多職種連携（医療職向け） 時期等 備考

実務者会議
在宅難病患者・家族が安心して療養できる医療・福祉のネットワーク

を構築するため、構成団体における意見交換や課題解決に向けた協議を

実施。

令和６年２月28日（水）
14時～15時30分

参加者：部会構成11団体
（医師、歯科医師、薬剤師、看護師、

ケースワーカー、行政等）

（カ）医療・介護関係者の研修

2.医療ネットワークの構築：研修会（医療・介護職向け） 時期等 備考

テーマ：人工呼吸器を使用した難病患者さんの災害時支援
講 師：関西国際大学 保健医療学部看護学科 今福恵子准教授

関西医科大学附属病院 大能祐文臨床工学技士
内 容：支援者に必要な知識やスキル、関係機関の連携の在り方及び、

個別ケースの避難訓練やシミュレーションの実際について学ぶ。

令和５年９月８日（金）
13時30分～16時30分

参加者：28名
（訪問看護師、MSW、保健所保健師
等）
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在宅医療・介護連携推進事業以外の事業等について



医療と介護の連携強化 ネットワーク
構成団体：星ヶ丘医療センター・枚方公済病院・市立ひらかた病院・枚方市保健所・枚方市病院協会・枚方市医師会・枚方市
構成団体以外：枚方市介護支援専門員連絡協議会・枚方市ソーシャルワーク研究会

（イ）在宅医療・介護連携推進の課題抽出と対応策の検討 （ウ）切れ目のない在宅医療と在宅介護の提供体制の構築推進

医療と介護の連携強化ネットワーク部会 時期等 備考

コロナ禍を経て、ネットワーク部会で検討予定だった情報連携シートの必要性が減少し、部会の設置には至らず。現在、個別事案や検討課題を通して関係機関との連携
を図っているため、現時点での部会設置の予定はない。
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在宅医療・介護連携推進事業以外の事業等について

健康医療都市ひらかたコンソーシアム ※下記団体で構成され、市民の健康増進や地域医療の充実に取り組んでいる

構成団体：枚方市医師会・枚方市歯科医師会・枚方市薬剤師会・枚方市病院協会・関西医科大学・大阪歯科大学・摂南大学・関西医科大学附属病院・
星ヶ丘医療センター・枚方公済病院・大阪精神医療センター・市立ひらかた病院・枚方市保健所・枚方市【事務局】枚方市健康福祉政策課
連携団体：枚方市スポーツ協会・枚方寝屋川消防組合

（キ）地域住民への啓発

健康医療都市ひらかたコンソーシアム主催事業 講演会 時期等 備考

住み慣れた地域で安心して暮らすため 上手な医療のかかり方
第1部講演 講師：保健所・医師会・歯科医師会・薬剤師会のリレー講座
身近で相談できる「かかりつけ」の役割やメリットを紹介

第2部シンポジウム シンポジスト：保健所・医師会・歯科医師会・薬剤師会
「住み慣れた地域で安心して暮らすための地域医療を考える」をテーマに開催 110名参加

令和６年
２月22日
枚方市総合文
化芸術セン
ター別館

シンポジウムの様子

地域保健医療問題懇談会 ※下記団体で構成され、地域保健・医療の現状や課題等の共有、地域関係団体の連携強化に取り組んでいる

構成団体：枚方市医師会・枚方市歯科医師会・枚方市薬剤師会・【事務局】枚方市保健所 連携団体：枚方市病院協会・枚方市訪問看護ステーション連絡会等

（カ）医療・介護関係者の研修

地域保健医療問題懇談会 時期等 備考

知っているようで知らない訪問看護の実際
講師：枚方市医師会・枚方市在宅医療介護連携推進コーディネーター 35名出席

令和５年7月20日
枚方市医師会館大講堂


